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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　著作権非対応のメモリカードと、上記著作権非対応のメモリカードと略同一形状の著作
権対応のメモリカードとが共に挿入可能なスロットと、
　上記スロットに挿入されたメモリカードが、上記著作権対応のメモリカードか、上記著
作権非対応のメモリカードかを判別する判別手段と、
　著作権保護非対象のデータを記録する際に、上記判別手段にて著作権対応のメモリカー
ドのみが挿入されていると判別された場合には、上記著作権保護非対象のデータを上記著
作権対応のメモリカードに記録する記録手段と、
　上記記録手段にて上記著作権保護非対象のデータを上記著作権対応のメモリカードに記
録した後に、上記スロットに記録可能容量を有する著作権非対応のメモリカードが挿入さ
れた場合には、上記著作権対応のメモリカードに記録した著作権保護非対象のデータを新
たに挿入された著作権非対応のメモリカードに転写する制御手段と、
　を備えている携帯端末。
【請求項２】
　上記制御手段は、上記著作権非対応のメモリカードに上記著作権対応のメモリカードに
記録した著作権保護非対象のデータを転写した後、上記著作権対応のメモリカードに記録
した著作権保護非対象のデータを消去するように制御する請求項１に記載の携帯端末。
【請求項３】
　上記制御手段は、上記著作権保護非対象のデータを上記著作権対応のメモリカードに記
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録した後、所定時間内に上記スロットに著作権非対応のメモリカードの挿入が検出されな
かった場合、又は上記著作権対応のメモリカードのイジェクト命令の発生が検出された場
合、上記著作権対応のメモリカードに記録した著作権保護非対象のデータを消去するよう
に制御する請求項１に記載の携帯端末。
【請求項４】
　上記記録手段は、著作権対応のメモリカードに著作権保護非対象のデータを記録する際
、上記著作権保護非対象のデータの暗号化を施さずに記録する請求項１に記載の携帯端末
。
【請求項５】
　著作権非対応のメモリカードと、上記著作権非対応のメモリカードと略同一形状の著作
権対応のメモリカードとが共に挿入可能なスロットと、
　上記スロットに挿入されたメモリカードが、上記著作権対応のメモリカードか、上記著
作権非対応のメモリカードかを判別する判別手段と、
　著作権保護対象のデータを記録する際に、上記判別手段にて著作権非対応のメモリカー
ドのみが挿入されている判別された場合には、上記著作権保護対象のデータを上記著作権
非対応のメモリカードに記録する記録手段と、
　上記記録手段にて上記著作権保護対象のデータを上記著作権非対応のメモリカードに記
録した後に、上記スロットに記録可能容量を有する著作権対応のメモリカードが挿入され
た場合には、上記著作権非対応のメモリカードに記録した著作権保護対象のデータを新た
に挿入された著作権対応のメモリカードに転写する制御手段と、
　を備えている携帯端末。
【請求項６】
　上記制御手段は、上記著作権対応のメモリカードに上記著作権非対応のメモリカードに
記録した著作権保護対象のデータを転写した後、上記著作権非対応のメモリカードに記録
した著作権保護対象のデータを消去するように制御する請求項５に記載の携帯端末。
【請求項７】
　上記制御手段は、上記著作権保護対象のデータを上記著作権非対応のメモリカードに記
録した後、所定時間内に上記スロットに著作権対応のメモリカードの挿入が検出されなか
った場合、又は上記著作権非対応のメモリカードのイジェクト命令の発生が検出された場
合、上記著作権非対応のメモリカードに記録した著作権保護対象のデータを消去するよう
に制御する請求項５に記載の携帯端末。
【請求項８】
　上記記録手段は、著作権非対応のメモリカードに著作権保護対象のデータを記録する際
、上記著作権保護対象のデータに暗号化を施して記録する請求項５に記載の携帯端末。
【請求項９】
　内蔵マイクロホン及び／又は外部マイクロホンが接続可能なマイク端子を備えている音
声入力手段と、
　外部機器と接続する入力端子手段とを備え、
　上記記録手段は、録音モードとして、上記音声入力手段から入力される音声データを記
録する口述録音モードと、上記端子入力手段から入力される音楽データを記録する音楽録
音モードとを備えている請求項１又は請求項５に記載の携帯端末。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、著作権対応のメモリカードと著作権非対応のメモリカードを共に挿入可能な携
帯端末に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
現在、ＷＷＷ（world wide web）において、ＰＣ（パーソナルコンピュータ）を介して所
望のサーバにアクセスして圧縮が施された音楽、映像等のデジタルデータをＰＣ上のハー
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ドデイスクにダウンロードしてユーザが楽しむことが行われている。
更に、フラッシュメモリに代表される不揮発性メモリを搭載した携帯端末をＩＥＥＥ１３
９４規格のケーブル、ＲＳ(recommended standard)－２３２Ｃ、ＵＳＢ(universal stand
ard bus)等のＩ／Ｆ（インターフェース）を介して上記ＰＣに接続してハードデイスク上
の圧縮が施された音楽、映像等のデジタルデータを上記フラッシュメモリに移動もしくは
複写して屋外で楽しむ携帯端末が知られている。
【０００３】
しかし、上記インターネット経由でダウンロードされるデジタルデータに関しては現段階
では暗号化及び／又は認証を施す等の著作権管理が厳しくなされてない為に違法コピーが
広まってしまうという懸念がある。
そこで、上記著作権管理を厳しく行う為に不揮発性メモリ内部に認証及び暗号（復号及び
変調）を行う信号処理回路を搭載した著作権対応のメモリカードが現在提唱されている。
なお、現在提唱されつつある著作権対応のメモリカードと従来からの非著作権対応のメモ
リカードは、略同一形状とされており外見上見分けがつきにくいという状況がある。
【０００４】
現在、携帯端末の形態としては、従来のテープレコーダーに適応されているテープメデイ
アの代りに上記メモリカードを用いた口述記録用携帯端末と、従来のＭＤ（ミニデイスク
）やＣＤ－Ｒに代表される記録媒体を適応した音楽ダビング用のレコーダの代りに上記メ
モリカードを用いた音楽用携帯端末が提唱されている。
更に、上記口述記録用携帯端末及び音楽用携帯端末の部品は共通化可能な為に一体化した
携帯端末も考えられる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、上記著作権対応のメモリカードと従来からの非著作権対応のメモリカードは、
略同一形状を成し外見上見分けがつかないという理由から、例えば著作権保護対象である
コンテンツを記録する際に、ユーザーが誤って著作権非対応のメモリカードが挿入された
り、逆に、著作権保護対象外であるコンテンツを記録する際に誤って著作権対応のメモリ
カードが挿入するような場合がある。
【０００６】
ここで、著作権保護対象であるコンテンツを記録する際に誤って著作権非対応のメモリカ
ードが挿入された場合において、著作権保護の目的から、記録を禁止するようにすること
が考えられるが、例えばユーザが課金処理を行った後にパーソナルコンピュータを経由し
てサーバから著作権保護対象であるコンテンツをダウンロードしたとしても著作権非対応
のメモリカードが挿入されているために記録が行われないことになり、ユーザーに無用な
負担を与えることになり不都合である。
【０００７】
更に、ＣＤ等からデジタル信号に暗号化を施して記録を行う際に、誤って著作権非対応の
メモリカードが挿入された場合には、記録を禁止していた為に、ユーザはＣＤ等からのデ
ジタル信号の記録が行われていると思っていても実際は何のコンテンツも記録されていな
いといった状況が生じ、これも好ましくない。
【０００８】
更に、ユーザが著作権保護対象のコンテンツを記録する際に、誤って著作権非対応のメモ
リカードが挿入されたことに気付き、著作権対応のメモリカードを挿入（又は差換え）し
た場合でも、録音するコンテンツの冒頭部が録音できないという問題点がある。
【０００９】
また、著作権保護対象外であるコンテンツを記録する際に、誤って著作権対応のメモリカ
ードが挿入された場合についても、記録を禁止するということが考えられるが、そのよう
にすると、例えば会議録音などの大事なコンテンツが全く記録されていない状態となると
いう不都合がある。
【００１０】



(4) JP 4352523 B2 2009.10.28

10

20

30

40

50

更に、ユーザが著作権保護対象外のコンテンツを記録する際に、誤って著作権対応のメモ
リカードが挿入されたことに気付き、著作権非対応のメモリカードを挿入（又は差換え）
した場合でも、録音するコンテンツの冒頭部が録音できないことになる。
【００１１】
著作権保護を目的とする著作権対応のメモリカードを導入するにあたっては、ユーザーが
著作権対応のメモリカードと著作権非対応のメモリカードを区別しずらいという事情から
、上記各場合のようにユーザーにとって不都合な状況がおこりやすく、使用性に問題があ
る。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
本発明はこのような状況に鑑み、著作権対応のメモリカードと著作権非対応のメモリカー
ドが外見上区別しずらいものであっても、使用上の不都合がないようにすることを目的と
する。
【００１４】
また本発明の携帯端末は、著作権非対応のメモリカードと上記著作権非対応のメモリカー
ドと略同一形状の著作権対応メモリカードとが共に挿入可能なスロットと、上記スロット
に挿入されたメモリカードが、著作権対応のメモリカードか、上記著作権非対応のメモリ
カードかを判別する判別手段と、著作権保護非対象のデータを記録する際に、上記判別手
段にて著作権対応のメモリカードのみが挿入されたと判別された場合には、上記著作権保
護非対象のデータを上記著作権対応のメモリカードに記録する記録手段と、上記記録手段
にて上記著作権保護非対象のデータを上記著作権対応のメモリカードに記録後に、上記ス
ロットに記録可能容量を有する著作権非対応のメモリカードが挿入された場合には上記著
作権対応のメモリカードに記録した著作権保護非対象のデータを新たに挿入された著作権
非対応のメモリカードに転写する制御手段とを備えるようにする。
【００１５】
更に本発明の携帯端末は、著作権非対応のメモリカードと上記著作権非対応のメモリカー
ドと略同一形状の著作権対応メモリカードとが伴に挿入可能なスロットと、上記スロット
に挿入されたメモリカードが、著作権対応のメモリカードか、上記著作権非対応のメモリ
カードかを判別する判別手段と、著作権保護対象のデータを記録する際に、上記判別手段
にて著作権非対応のメモリカードのみが挿入されたと判別された場合には、上記著作権保
護対象のデータを上記著作権非対応のメモリカードに記録する記録手段と、上記記録手段
にて上記著作権保護対象のデータを上記著作権非対応のメモリカードに記録後に、上記ス
ロットに記録可能容量を有する著作権対応のメモリカードが挿入された場合には上記著作
権非対応のメモリカードに記録した著作権保護対象のデータを新たに挿入された著作権対
応のメモリカードに転写する制御手段とを備えるようにする。
【００１６】
即ち本発明は、著作権対応のメモリカードが挿入されている際に著作権保護非対象（著作
権保護が不要な情報）のデータが記録されようとする場合でも、そのデータを著作権対応
のメモリカードに記録するようにし、後に著作権非対応のメモリカードに移動又は複写さ
れるようにする。
また逆に、著作権非対応のメモリカードが挿入されている際に著作権保護対象（著作権保
護が必要な情報）のデータが記録されようとする場合でも、そのデータを著作権非対応の
メモリカードに記録するようにし、後に著作権対応のメモリカードに移動又は複写される
ようにする。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態の携帯端末について説明していく。
図１に本例の携帯端末の外観を示す。
【００１８】
図１に示す携帯端末は、複数のメモリカードが挿入可能なスロット１（１ａ、１ｂ）を備
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え、このスロット１には外観及び形状が略同一な著作権対応のメモリカード２ａと著作権
非対応のメモリカード２ｂが挿入可能とされている。
各スロット１ａ、１ｂは、各々著作権対応のメモリカード２ａと著作権非対応のメモリカ
ード２ｂの専用スロットではなく、著作権対応のメモリカード２ａが２枚各々のスロット
に挿入されてもよいし、著作権非対応のメモリカード２ｂが２枚各々のスロットに挿入さ
れてもよい。
【００１９】
このように複数のスロットを有し、複数のメモリカードを同時に装着できることで、一方
のメモリカードから他方のメモリカードへのデータの複写又は移動が容易に実行できるも
のとなる。
【００２０】
本例の携帯端末は、録音モードとして口述録音モードと音楽録音モードという２種類のモ
ードが用意されている。
口述録音モードは、例えば内蔵するマイクロホン３によって聴取された会議等の音声を口
述記録するモードである。
音楽録音モードは、例えば、この携帯端末をＲＳ(recommended standard)－２３２Ｃ、Ｉ
ＥＥＥ１３９４ケーブル、もしくはＵＳＢ(Universal standard bus)等のケーブル４を介
して図示しないＰＣ（パーソナルコンピュータ）と接続して、ＰＣ側のハードデイスクに
蓄積された圧縮処理及び暗号化処理が施されたオーデイオ信号を伝送し、携帯端末に挿入
されたメモリカードに記憶するモードである。
つまり本例の携帯端末は、パーソナルコンピュータ等から伝送される著作権保護対象のデ
ータと、マイクロホン３等から入力で著作権保護非対象のデータの両方の録音用途に兼用
される装置とされる。
【００２１】
また本例の携帯端末は、内蔵のマイクロホン３の他に、外部マイクを接続可能なマイク端
子５を備えている。これは、上記マイクロホン３以外の、著作権保護非対象のデータの入
力手段となる。
また、パーソナルコンピュータに対する接続による音楽録音のみならず、外部のＣＤプレ
ーヤなどからのＣＤ等のオーディオデータ、つまり暗号化が施されてていないオーデイオ
出力信号を入力可能なライン入力端子６を更に備えている。これは、上記パーソナルコン
ピュータ接続以外の、著作権保護対象のデータの入力手段となる。
【００２２】
なお、携帯装置からの再生データ（音声、音楽）に関する出力系については詳しい説明は
省略するが、図示するヘッドホン端子（ＨＰ）や、ライン出力端子、或いは内蔵スピーカ
などが形成されてもよい。
【００２３】
この携帯端末のユーザーインターフェース部位としては、表示部８や各種操作子が形成さ
れている。
例えばＬＣＤ（液晶ディスプレイ）で形成される表示部８には、再生中の曲やファイルの
トラック表示、曲名やファイル名等のタイトル表示、経過時間（演奏時間）表示等をが行
われる。
また、ジョグダイヤル７が設けられ、ユーザは上記口述録音モードと音楽録音モードの設
定、録音した曲やファイルに対しての文字入力、録音した曲やファイルに対する選曲操作
等をジョグダイヤル７を回転駆動することで操作可能とされる。
更に再生キー９、一時停止キー１０、録音キー１１、ＦＲキー１２、ＦＦキー１３、停止
キー１４等を備え、それぞれユーザー操作に供されている。
【００２４】
図２は、著作権対応のメモリカード２ａの構成を示す。
メモリカード２ａは、コントロールブロック２１とフラッシュメモリ２２が１チップＩＣ
として構成されたものである。
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【００２５】
上記携帯端末とメモリカード２ａとの間の双方向シリアルインタフェース（メモリインタ
フェース１１）は、１０本の線からなる。
主要な４本の線は、データ伝送時にクロックを伝送するためのクロック線ＳＣＫと、ステ
ータスを伝送するためのステータス線ＳＢＳと、データを伝送するデータ線ＤＩＯ、イン
ターラプト線ＩＮＴとである。その他に電源供給用線として、２本のＧＮＤ線および２本
のＶＣＣ線が設けられる。２本の線Ｒｅｓｅｒｖは、未定義の線である。
【００２６】
クロック線ＳＣＫは、データに同期したクロックを伝送するための線である。ステータス
線ＳＢＳは、メモリカード２ａのステータスを表す信号を伝送するための線である。
データ線ＤＩＯは、コマンドおよび暗号化されたオーディオデータを入出力するための線
である。インターラプト線ＩＮＴは、メモリカード２ａから携帯端末のＣＰＵに対しての
割り込みを要求するインターラプト信号を伝送する線である。メモリカード２ａを装着し
た時にインターラプト信号が発生する。但し、本例では、かかるインターラプト信号をデ
ータ線ＤＩＯを介して伝送するようにしているので、インターラプト線ＩＮＴを接地し、
使用していない。
【００２７】
コントロールブロック２１のシリアル／パラレル変換・パラレル／シリアル変換・インタ
フェースブロック（Ｓ／Ｐ，Ｐ／Ｓ，ＩＦブロックと略す）２３は、上述した複数の線を
介して接続された携帯端末のメモリインタフェースとコントロールブロック２１とのイン
タフェースである。
Ｓ／Ｐ，Ｐ／Ｓ，ＩＦブロック２３は、携帯端末から受け取ったシリアルデータをパラレ
ルデータに変換し、コントロールブロック２１に取り込み、コントロールブロック２１か
らのパラレルデータをシリアルデータに変換して携帯端末に送る。
また、Ｓ／Ｐ，Ｐ／Ｓ，ＩＦブロック４３は、データ線ＤＩＯを介して伝送されるコマン
ドおよびデータを受け取った時に、フラッシュメモリ２２に対する通常のアクセスのため
のコマンドおよびデータと、暗号化に必要なコマンドおよびデータとを分離する。
【００２８】
つまり、データ線ＤＩＯを介して伝送されるフォーマットでは、最初にコマンドが伝送さ
れ、その後にデータが伝送される。Ｓ／Ｐ，Ｐ／Ｓ，ＩＦブロック２３は、コマンドのコ
ードを見て、通常のアクセスに必要なコマンドおよびデータか、暗号化に必要なコマンド
およびデータかを判別する。
この判別結果に従って、通常のアクセスに必要なコマンドをコマンドレジスタ２４に格納
し、データをページバッファ２５およびライトレジスタ２６に格納する。ライトレジスタ
２６と関連してエラー訂正符号化回路２７が設けられている。ページバッファ２５に一時
的に蓄えられたデータに対して、エラー訂正符号化回路２７がエラー訂正符号の冗長コー
ドを生成する。
【００２９】
メモリカード２ａへの記録時には、コマンドレジスタ２４、ページバッファ２５、ライト
レジスタ２６およびエラー訂正符号化回路２７の出力データがフラッシュメモリインタフ
ェースおよびシーケンサ（メモリＩ／Ｆ，シーケンサと略す）３１に供給される。メモリ
ＩＦ，シーケンサ３１は、コントロールブロック２１とフラッシュメモリ２２とのインタ
フェースであり、両者の間のデータのやり取りを制御する。メモリＩＦ，シーケンサ３１
を介してデータがフラッシュメモリ２２に書き込まれる。
【００３０】
メモリカード２ａからの再生時には、フラッシュメモリ２２から読み出されたデータがメ
モリＩＦ，シーケンサ３１を介してページバッファ２５、リードレジスタ２８、エラー訂
正回路２９に供給される。ページバッファ２５に記憶されたデータがエラー訂正回路２９
によってエラー訂正がなされる。エラー訂正がされたページバッファ２５の出力およびリ
ードレジスタ２８の出力がＳ／Ｐ，Ｐ／Ｓ，ＩＦブロック２３に供給され、上述したシリ
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アルインタフェースを介して携帯端末のＣＰＵに供給される。
【００３１】
なお、コンフィグレーションＲＯＭ３０は、メモリカード２ａのバージョン情報、各種の
属性情報等が格納されている部位である。
また、メモリカード２ａには、ユーザが必要に応じて操作可能な誤消去防止用のスイッチ
４０が備えられている。このスイッチ４０が消去禁止の接続状態にある場合には、フラッ
シュメモリ２２を消去することを指示するコマンドが携帯端末側から送られてきても、フ
ラッシュメモリ２２の消去が禁止される。
発振器４１は、メモリカード２ａの処理のタイミング基準となるクロックを発生する。
【００３２】
メモリカード２ａには著作権保護機能を実現するためセキュリティブロック３２が設けら
れる。
そして著作権保護のために、携帯端末のセキュリティＩＣ（後述する暗号化器６０）とメ
モリカード２ａのセキュリティブロック３２とによって、フラッシュメモリ２２に書き込
まれるコンテンツ（ＡＴＲＡＣ３により圧縮されたオーディオデータ、以下ＡＴＲＡＣ３
データと表記する）は、暗号化される。
セキュリティブロック３２は、バッファメモリ３３、ＤＥＳ（Data Encryption Standard
）の暗号化回路３４、不揮発性メモリ３５等を有する。
【００３３】
メモリカード２ａのセキュリティブロック３２は、複数の認証キーとメモリカード毎にユ
ニークなストレージキーを持つ。
不揮発性メモリ３５は、暗号化に必要なキーを格納するもので、外部からは見えない（読
み出せない）ものとされている。例えばストレージキーが不揮発性メモリ３５に格納され
る。
さらに、乱数発生回路を持ち、専用（ある決められたデータフォーマット等の使用が同じ
システム内の意味）携帯端末と正しく認証ができ、セッションキーを共有できる。
ＡＴＲＡＣ３データを暗号化するためのコンテンツキーは、セッションキーで暗号化され
て携帯端末とメモリカード２ａとの間で伝送される。メモリカード２ａのセキュリティブ
ロック３２と同様に、携帯端末のセキュリティブロックもセット固有のストレージキーを
有する。暗号化されたコンテンツを移動する時に、ストレージキーを使用してコンテンツ
キーが掛け直される。
【００３４】
図３は、暗号化機能を有しない著作権非対応のメモリカード２ｂを示す。
図２に示したメモリカード２ａと比較すると、Ｓ／Ｐ，Ｐ／Ｓ，ＩＦブロック２３に対し
て、セキュリティブロック３２が接続されていない点が異なる。その他の構成に関しては
メモリカード２ａと２ｂとは同一である。また図示していないが、形状、サイズもメモリ
カード２ａと２ｂとは同一とされている。
【００３５】
本例の携帯端末は、後述する暗号化器６０や認証回路５３を備え、著作権に関するセキュ
リティ対応機能を有するものであるので、挿入されたメモリカードとの相互認証、キーの
通信等を行う。
若し、セキュリティブロックを有していない図３に示すメモリカード２ｂを装着すると、
携帯端末側は、そのメモリカード２ｂが著作権非対応のものあると判別することになる。
【００３６】
携帯端末側が、装着されたメモリカードについて著作権対応のメモリカード２ａか、著作
権非対応のメモリカード２ｂかを判別する方法としては、幾つかの方法が考えられる。
一つの方法としては、メモリカードが装着された時に、携帯端末は認証を行うために、キ
ーを伝送する。このとき、装着されたメモリカードがメモリカード２ｂであったとすると
、伝送したキーに対する正規の応答を受信できない。従って携帯端末は、所定時間以内に
適切な応答がなければ、装填されたメモリカードが著作権非対応のメモリカード２ｂであ



(8) JP 4352523 B2 2009.10.28

10

20

30

40

50

ると判別できる。
【００３７】
他の方法としては、メモリカードのある領域（ブート領域）中に、セキュリティ対応／非
対応の識別情報を記録しておく方法がある。即ち携帯端末は、メモリカードが装着された
時に、最初に携帯端末に読み込まれるメモリカードの領域（ブート領域）中における、セ
キュリティ対応／非対応の識別情報を読み取るようにすれば、その識別情報に基づいてメ
モリカードの種類（２ａ又は２ｂ）を判別することができる。
【００３８】
図４は、本例の携帯端末のブロック図を示す。なお、携帯端末によってメモリカードから
再生したデータを、ヘッドホン等で出力したり、或いは他の機器へ送信するための出力系
の回路構成等については図示を省略し、メモリカードへの記録系についてのみ示している
。
【００３９】
図示するように携帯端末には、インターフェース回路５１、制御部５２、認証回路５３、
コネクタ５４、マイクロホン５５、Ａ／Ｄ変換器５６、ＡＤＰＣＭエンコーダ５７、ライ
ン入力端子５８、ＡＴＲＡＣエンコーダ５９、暗号化器６０、キャッシュＲＡＭ６１が設
けられる。
インターフェース回路５１は、スロット１ａ、１ｂに装着されたメモリカード及び各回路
部間でのデータのインターフェース処理を行う。
制御部５２はマイクロコンピュータにより形成され、全体の制御を行う。
認証回路５３は、著作権保護機能の１つとしてのメモリカードに対する認証処理を行う。
また暗号化器６０も著作権保護機能の１つとしてのデータの暗号化処理を行う部位である
。
キャッシュＲＡＭ６１は、各種処理過程において一時的にデータを記憶する部位となる。
例えば、後述する著作権対応メモリカード２ａと著作権非対応メモリカード２ｂ間でデー
タ移動を行う際のテンポラリーバッファーとして用いられる。
【００４０】
ＡＤＰＣＭ（adapted pulse code modulation）エンコーダ５９は、供給されたデータに
ついてＡＤＰＣＭ方式の圧縮処理を行い、ＡＤＰＣＭ信号に変換する。
ＡＴＲＡＣ(Adaptive Transform Acoustic Coding)エンコーダ５９は、供給されたデータ
についてＡＴＲＡＣ方式の圧縮処理を行い、ＡＴＲＡＣ信号に変換する。
【００４１】
コネクタ５４は、図１に示したケーブル４が接続されるコネクタであり、この携帯端末と
パーソナルコンピュータを接続する部位である。このコネクタ５４により、パーソナルコ
ンピュータから記録データの供給を受けることができる。このデータとは、例えばＡＴＲ
ＡＣエンコード及び暗号化処理が既に施されているオーディオデータである。
マイクロホン５５は、図１に示したマイクロホン３に相当し、外部音声として集音された
オーディオ信号（アナログオーディオ信号）を得る。
ライン入力端子５８は、図１に示したライン入力端子６に相当し、外部機器（例えばＣＤ
プレーヤ、ＭＤプレーヤ、デジタル放送チューナ等）から、デジタルオーディオ信号を入
力する端子となる。このデジタルオーディオ信号は、例えばサンプリング周波数４４．１
ＫＨｚ、量子化ビット数１６ビットのデータである。
【００４２】
この携帯端末に対しては、著作権対応のメモリカード２ａと著作権非対応のメモリカード
２ｂのいずれかを、選択的にスロット１ａ、１ｂに挿入することができる。スロット１ａ
又は１ｂにメモリカード２ａ又は２ｂが挿入された場合は、インターフェース回路５１を
介して、その挿入されたメモリカードと認証回路５３の間で認証処理が行われる。
そしてその認証結果に基づいて、挿入されたメモリカードが著作権対応メモリカード２ａ
か、或いは著作権非対応メモリカード２ｂかを制御部５２が判別する。
【００４３】
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上述した口述録音モードにおいては、マイクロホン５５（もしくは図１に示したマイク入
力端子５に接続されたマイクロホン）から入力されたアナログオーデイオ信号が、Ａ／Ｄ
（アナログ－デジタル）変換器５６にてデジタルオーディオ信号に変換されて、ＡＤＰＣ
Ｍエンコーダ５９に供給される。
そしてＡＤＰＣＭエンコーダ５９においてＡＤＰＣＭ信号に変換された後、インターフェ
ース回路５１を介して挿入されているメモリカードに記録データとして供給される。具体
的な記録処理に関しては後述する。
【００４４】
また上述した音楽録音モードにおいては、ＲＳ－２３２Ｃ、ＩＥＥＥ１３９４ケーブル、
もしくはＵＳＢ等のケーブルが接続されたコネクタ５４に、パーソナルコンピュータから
暗号化及び圧縮処理が施されたオーディオ信号が供給されると、そのデータは、インター
フェース回路５１を介して挿入されているメモリカードに記録データとして供給される。
具体的な記録処理に関しては後述する。
【００４５】
更に音楽録音モードにおいて、ライン入力端子５８にＣＤプレーヤ等の再生機器から入力
されたデジタルオーデイオ信号が供給された場合は、そのデジタルオーディオ信号はＡＴ
ＲＡＣエンコーダ５９にてＡＴＲＡＣ信号に変換され、更に暗号化器６０にて暗号化が施
される。そしてインターフェース回路５１を介して挿入されているメモリカードに記録デ
ータとして供給される。具体的な記録処理に関しては後述する。
【００４６】
図５及び図６を用いて本例の第１の動作例を示す。これは口述録音モードにおいて著作権
対応のメモリカード２ａが挿入された場合の具体的な動作例となる。なお、図５及び図６
においては図４と共通なブロックに関しては同一番号を付与している。また太破線はデー
タの流れを示している。
図５はスロット１ａに著作権対応メモリカード２ａが挿入されている場合である。
【００４７】
口述録音モードにおいては上述のように、マイクロホン５５から入力されたアナログオー
デイオ信号に対して、Ａ／Ｄ変換器５６にてデジタルオーデイオ信号に変換を行い、ＡＤ
ＰＣＭエンコーダ５９において更にＡＤＰＣＭ信号に変換を行い、そのＡＤＰＣＭ信号を
インターフェース回路５１を介して挿入されているメモリカードに記録を行う。
この場合、記録されるデータは、著作権保護対象外の口述音声データ（口述ファイル）で
あるので、本来は著作権非対応メモリカード２ｂに記録するべきものであるが、著作権対
応メモリカード２ａしか挿入されていないので、このメモリカード２ａに対して一旦記録
を行う。
従って、本来、著作権対応メモリカード２ａに対して記録を行う際には暗号化を施して記
録を行うものとされているが、上記口述ファイルに対しては暗号化を施さずにＡＤＰＣＭ
データとして記録を行うこととなる。
【００４８】
このように口述ファイルを著作権対応メモリカード２ａに対して記録を行った後には、例
えば図６に示すように空いていたスロット１ｂに著作権非対応メモリカード２ｂが挿入さ
れることを待機する。
そしてスロット１ｂに著作権非対応メモリカード２ｂが挿入されたことが判別されたら、
まずその著作権非対応メモリカード２ｂの空エリア（記録可能エリア）をチェックして、
上記口述ファイルの記録に対して十分な空きエリアが存在するか否かをチェックする。
【００４９】
十分な空きエリアが存在する場合には、図６に示すように著作権対応メモリカード２ａに
記録されたＡＤＰＣＭデータを読出し、インタフェース回路５１を介して一旦キャッシュ
ＲＡＭ６１に書込を行い、さらにキャッシュＲＡＭ６１から所定単位でＡＤＰＣＭデータ
を読み出して新たに挿入された著作権非対応メモリカード２ｂに複写記録する。
【００５０】
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なおこのとき、著作権対応メモリカード２ａに記録されているＡＤＰＣＭデータ（口述フ
ァイル）に関しては、著作権非対応メモリカード２ｂにデータ複写を行った後に消去して
も構わない。この場合、データの移動となる。
通常、著作権対応メモリカード２ａは著作権非対応メモリカード２ｂに比べて図２に示す
ようにセキュリティブロック３２を備える必要があるので高い値段で販売されるが、上記
のように著作権対応メモリカード２ａに記録されているＡＤＰＣＭデータを著作権非対応
メモリカード２ｂに移動した後に消去することで、高価な著作権対応メモリカード２ａを
有効利用することができる。
【００５１】
本例の第１の動作例としては、このように、口述記録モード時にユーザが誤って著作権対
応のメモリカード２ａを挿入して記録を行ったとしても、取り敢えず記録を行い、記録終
了後に著作権対応メモリカード２ａから著作権非対応メモリカード２ｂに口述ファイルを
移動するようにしている。
従って、ユーザーが記録を求めた口述音声については、仮に誤ってメモリカード２ａを用
いたとしても（もしくはメモリカード２ａしか手持ちがなかったとしても）記録は実行さ
れることになり、全く記録ができなかったという事態は生じない。これにより例えば重要
な会議などで録音ができなかったというような不都合はなくなる。
【００５２】
図７～図９に、この第１の動作例（口述記録モード）に係る制御部５２の処理の手順をフ
ローチャートにて示す。
制御部５２は、まずステップＳＰ１０１にて複数スロット１ａ、１ｂのいずれかに著作権
非対応メモリカード２ｂが挿入されたか否かを判別する。
このステップＳＰ１０１で、複数スロットのいずれかに著作権非対応メモリカード２ｂが
挿入されたと判断された場合には、次にステップＳＰ１０２にて複数スロットに複数枚の
著作権非対応メモリカード２ｂが挿入されたか否かを判別する。
【００５３】
ステップＳＰ１０２にて複数枚の著作権非対応メモリカード２ｂが挿入されたと判断され
た場合には、制御部５２の処理はステップＳＰ１０３に進んで、空き容量の大きい方の著
作権非対応メモリカード２ｂに対して、口述ファイルの記録を開始する。そして記録終了
操作に応じて処理を終える。
【００５４】
また、上記ステップＳＰ１０２にて単一の著作権非対応メモリカード２ｂが挿入されたと
判断された場合には、制御部５２はステップＳＰ１０４にてそのメモリカード２ｂの空き
容量のチェックを行い、空き容量が十分と判断された場合にはステップＳＰ１０５で口述
ファイルの記録を開始する。そして記録終了操作に応じて処理を終える。
一方、ステップＳＰ１０４にて空き容量が不十分であると判断された場合にはステップＳ
Ｐ１０６で口述ファイルの記録を禁止して処理を終える。
【００５５】
以上は、口述記録モードにおいてユーザが正しく著作権非対応メモリカード２ｂを挿入し
た場合の処理となり、メモリカード２ｂの空き容量に応じて口述ファイルの記録が行われ
る場合となる。
【００５６】
ところが、口述記録モードにおいてユーザが著作権非対応メモリカード２ｂを挿入せず、
スロット１ａ、１ｂの両方又は一方に著作権対応メモリカード２ａが挿入された場合は、
以下のようになる。
即ち上記ＳＰ１０１にて複数スロット１ａ、１ｂのいずれかに、著作権非対応メモリカー
ド２ｂが挿入されてなく、著作権対応メモリカード２ａのみが挿入されていると判断され
た場合には、制御部５２の処理はステップＳＰ１０７に進み、ここで複数スロット１ａ、
１ｂに複数枚の著作権対応メモリカード２ａが挿入されているか否かを判別する。
【００５７】
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ステップＳＰ１０７にて複数枚の著作権対応メモリカード２ａが挿入されたと判断された
場合には、ステップＳＰ１０８に進んで、空き容量の大きい方の著作権対応メモリカード
２ａに口述ファイルの記録を開始する。
【００５８】
そしてステップＳＰ１０７での口述ファイルの記録が終了すると、▲２▼として示すよう
に図９のステップＳＰ１０９に進み、上記ステップＳＰ１０８にて選択されなかった側の
メモリカード、即ち空き容量が少ない方と判断され記録が行われなかった著作権対応メモ
リカード２ａが、空き容量を有する新たな著作権非対応メモリカード２ｂに交換されるこ
とを待機する。
この待機中は、制御部５２は内部タイマーにより待機時間を計測しており、ステップＳＰ
１１０でタイムアウトを監視する。
またステップＳＰ１１１では、ユーザー操作等により、記録の行われた方の著作権対応メ
モリカード２ａに対するイジェクト（脱却）命令が行われたかを監視する。
【００５９】
タイムアウトとなる前であって、また記録の行われた方の著作権対応メモリカード２ａに
対するイジェクト命令が行われる前に、記録の行われなかった方の著作権対応メモリカー
ド２ａがイジェクトされて、そのスロットに著作権非対応メモリカード２ｂが装着され、
さらにその著作権非対応メモリカード２ｂが十分な空き容量をもっていた場合には、制御
部５２の処理はステップＳＰ１０９から▲１▼として示すように図８のステップＳＰ１１
３に進む。
【００６０】
ステップＳＰ１１３では、上記ステップＳＰ１０９で検出された交換により、著作権非対
応メモリカード２ｂが挿入されたことを確認し、挿入されたと確認された場合には、ステ
ップＳＰ１１４、ＳＰ１１５において、上記ステップＳＰ１０８の時点で著作権対応メモ
リカード２ａに記録された口述ファイルを、挿入された著作権非対応メモリカード２ｂに
移動する。
つまりステップＳＰ１１４において、図６で説明したように著作権非対応メモリカード２
ｂへの口述ファイルの複写を行ない、その後ステップＳＰ１１５にて著作権対応メモリカ
ード２ａ内の口述ファイルを消去することで、メモリカード２ａ→２ｂへの口述ファイル
の移動を完了し、処理を終える。
【００６１】
一方、上記ステップＳＰ１０９において、記録の行われなかった方の著作権対応メモリカ
ード２ａと著作権非対応メモリカード２ｂの交換が検出されないまま、ステップＳＰ１１
０でタイムアウトとなった場合、或いはステップＳＰ１１１で記録の行われた方の著作権
対応メモリカード２ａに対するイジェクト命令の発生が検出された場合は、上記図８の処
理としての口述ファイルの移動ができないことになる。
この場合は、ステップＳＰ１１２に進んで、記録を行った著作権対応メモリカード２ａ内
の口述ファイルの消去を行なって処理を終える。
【００６２】
図７のステップＳＰ１０７において、口述記録モード時に単一の著作権対応メモリカード
２ａが挿入されたと判断された場合には、ステップＳＰ１１６にて空き容量のチェックを
行い、空き容量が十分と判断された場合には、ステップＳＰ１１７で、その著作権対応メ
モリカード２ａへの口述ファイルの記録を開始する。なお、ステップＳＰ１１６にて空き
容量が不十分であると判断された場合にはステップＳＰ１１８で口述ファイルの記録を禁
止して処理を終える。
【００６３】
上記ステップＦ１１７での記録処理が終了した後は、制御部５２の処理はステップＳＰ１
１７から▲１▼として示すように図８のステップＳＰ１１３に進む。
そしてこのステップＳＰ１１３にて空いている方のスロットに著作権非対応メモリカード
２ｂが挿入されたか否かを判別（及び待機）する。
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著作権非対応メモリカード２ｂが挿入されたと判断された場合には、ステップＳＰ１１４
、ＳＰ１１５において、上記ステップＳＰ１１７の時点で著作権対応メモリカード２ａに
記録された口述ファイルを、挿入された著作権非対応メモリカード２ｂに移動する。
つまりステップＳＰ１１４において、図６で説明したように著作権非対応メモリカード２
ｂへの口述ファイルの複写を行ない、その後ステップＳＰ１１５にて著作権対応メモリカ
ード２ａ内の口述ファイルを消去することで、メモリカード２ａ→２ｂへの口述ファイル
の移動を完了し、処理を終える。
【００６４】
以上のような処理が行われることにより、口述記録モード時においては、基本的にはマイ
クロホン５５等からのオーディオ信号による口述ファイルが、著作権非対応メモリカード
２ｂに記録されるが、もし著作権対応メモリカード２ａしか装着されてなかった場合は、
その著作権対応メモリカード２ａに口述ファイルが記録され、記録後において、著作権非
対応メモリカード２ｂに移動されることになる。
これにより、ユーザーが誤って著作権対応メモリカード２ａを装着しても、録音すべき口
述ファイルは、ユーザーの装着ミスに関わらず録音できると共に、後に本来の状態、つま
り著作権非対応メモリカード２ｂに録音されている状態とすることができる。
【００６５】
次に、図１０及び図１１を用いて本例の第２の動作例（音楽記録モード）について説明す
る。ここでは音楽録音モードにおいて著作権非対応メモリカード２ｂが挿入された場合の
具体的な処理を示す。なお、図１０及び図１１においては図４と共通なブロックに関して
は同一番号を付与している。
【００６６】
音楽記録モードにおいては、上述のように、例えばパーソナルコンピュータから伝送され
てくる予め圧縮処理及び暗号化が施されたデジタルオーデイオ信号（音楽ファイル）をコ
ネクタ５４にて受信し、インターフェース回路５１を介して挿入されているメモリカード
に記録を行うものである。
ここで本来は、著作権保護対象とされる音楽ファイルについては著作権対応メモリカード
２ａに記録されるべきものであるが、図１０の場合は著作権非対応メモリカード２ｂしか
挿入されていないので、このメモリカード２ｂに対して一旦記録を行うようにする。
そして本来、著作権非対応メモリカード２ｂに対して記録を行う際には暗号化を施して記
録を行う必要は無いが、この場合は上記音楽ファイルに対しては暗号化を施してたＡＴＲ
ＡＣデータとして記録を行うものとなる。
【００６７】
このように音楽ファイルを著作権非対応メモリカード２ｂに対して記録を行った後には、
例えば図１１に示すように空いていたスロット１ａに著作権対応メモリカード２ａが挿入
されることを待機する。
そしてスロット１ａに著作権対応メモリカード２ａが挿入されたことが判別されたら、ま
ずその著作権対応メモリカード２ａの空エリア（記録可能エリア）をチェックして、上記
音楽ファイルの記録に対して十分な空きエリアが存在するか否かをチェックする。
【００６８】
十分な空きエリアが存在する場合には、図１１に示すように著作権非対応メモリカード２
ｂに記録されたＡＴＲＡＣデータを読出し、インタフェース回路５１を介して一旦キャッ
シュＲＡＭ６１に書込を行い、さらにキャッシュＲＡＭ６１から所定単位でＡＴＲＡＣデ
ータを読み出して新たに挿入された著作権対応メモリカード２ａに複写記録する。
【００６９】
なおこのとき、著作権非対応メモリカード２ｂに記録されているＡＴＲＡＣデータ（音楽
ファイル）に関しては、著作権対応メモリカード２ａにデータ複写を行った後に消去して
も構わない。この場合、データの移動となる。
【００７０】
本例の第２の動作例としては、このように、音楽記録モード時にユーザが誤って著作権非



(13) JP 4352523 B2 2009.10.28

10

20

30

40

50

対応のメモリカード２ｂを挿入して記録を行ったとしても、取り敢えず記録を行い、記録
終了後に著作権対応メモリカード２ａに音楽ファイルを移動するようにしている。
従って、ユーザーが記録を求めた音楽等については、仮に誤ってメモリカード２ｂを用い
たとしても（もしくはメモリカード２ｂしか手持ちがなかったとしても）記録は実行され
ることになり、全く記録ができなかったという事態は生じない。
説明は省略したが、外部のＣＤプレーヤ等からライン入力端子５８に供給されたデータ（
音楽ファイル）の記録時も同様となる。
【００７１】
なお、上記動作の場合、著作権保護を行うべき音楽ファイルが一時的にせよ著作権非対応
メモリカード２ｂに記録されることになるが、これによって著作権保護ができなくなると
いうことはない。
即ち、通常、著作権非対応メモリカード２ｂには、著作権保護を気にする必要が無いので
本来は暗号化を施す必要は無いが、本例の場合には著作権非対応メモリカード２ｂに敢え
て暗号化を施した音楽ファイルを記録するようにしている。そして著作権非対応メモリカ
ード２ｂには暗号化を解く回路及び認証回路であるセキュリティブロック３２（図２参照
）を搭載していないので、暗号化が解かれることはないためである。
【００７２】
図１２～図１４に、この第２の動作例（音楽記録モード）に係る制御部５２の処理の手順
をフローチャートにて示す。
制御部５２は、まずステップＳＰ２０１にて複数スロット１ａ、１ｂのいずれかに著作権
対応メモリカード２ａが挿入されたか否かを判別する。
このステップＳＰ２０１で、複数スロットのいずれかに著作権対応メモリカード２ａが挿
入されたと判断された場合には、次にステップＳＰ２０２にて複数スロットに複数枚の著
作権対応メモリカード２ａが挿入されたか否かを判別する。
【００７３】
ステップＳＰ２０２にて複数枚の著作権対応メモリカード２ａが挿入されたと判断された
場合には、制御部５２の処理はステップＳＰ２０３に進んで、空き容量の大きい方の著作
権対応メモリカード２ａに対して、音楽ファイルの記録を開始する。そして記録終了操作
に応じて処理を終える。
【００７４】
また、上記ステップＳＰ２０２にて単一の著作権対応メモリカード２ａが挿入されたと判
断された場合には、制御部５２はステップＳＰ２０４にてそのメモリカード２ａの空き容
量のチェックを行い、空き容量が十分と判断された場合にはステップＳＰ２０５で音楽フ
ァイルの記録を開始する。そして記録終了操作に応じて処理を終える。
一方、ステップＳＰ２０４にて空き容量が不十分であると判断された場合にはステップＳ
Ｐ２０６で音楽ファイルの記録を禁止して処理を終える。
【００７５】
以上は、音楽記録モードにおいてユーザが正しく著作権対応メモリカード２ａを挿入した
場合の処理となり、メモリカード２ａの空き容量に応じて音楽ファイルの記録が行われる
場合となる。
【００７６】
ところが、音楽記録モードにおいてユーザが著作権対応メモリカード２ａを挿入せず、ス
ロット１ａ、１ｂの両方又は一方に著作権非対応メモリカード２ｂが挿入された場合は、
以下のようになる。
即ち上記ＳＰ２０１にて複数スロット１ａ、１ｂのいずれかに、著作権対応メモリカード
２ａが挿入されてなく、著作権非対応メモリカード２ｂのみが挿入されていると判断され
た場合には、制御部５２の処理はステップＳＰ２０７に進み、ここで複数スロット１ａ、
１ｂに複数枚の著作権非対応メモリカード２ｂが挿入されているか否かを判別する。
【００７７】
ステップＳＰ２０７にて複数枚の著作権非対応メモリカード２ｂが挿入されたと判断され
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た場合には、ステップＳＰ２０８に進んで、空容量の大きい方の著作権非対応メモリカー
ド２ｂに音楽ファイルの記録を開始する。
【００７８】
そしてステップＳＰ２０７での音楽ファイルの記録が終了すると、▲４▼として示すよう
に図１４のステップＳＰ２０９に進み、上記ステップＳＰ２０８にて選択されなかった側
のメモリカード、即ち空き容量が少ない方と判断され記録が行われなかった著作権非対応
メモリカード２ｂが、空き容量を有する新たな著作権対応メモリカード２ａに交換される
ことを待機する。
この待機中は、制御部５２は内部タイマーにより待機時間を計測しており、ステップＳＰ
２１０でタイムアウトを監視する。
またステップＳＰ２１１では、ユーザー操作等により、記録の行われた方の著作権非対応
メモリカード２ｂに対するイジェクト（脱却）命令が行われたかを監視する。
【００７９】
タイムアウトとなる前であって、また記録の行われた方の著作権非対応メモリカード２ｂ
に対するイジェクト命令が行われる前に、記録の行われなかった方の著作権非対応メモリ
カード２ｂがイジェクトされて、そのスロットに著作権対応メモリカード２ａが装着され
、さらにその著作権対応メモリカード２ａが十分な空き容量をもっていた場合には、制御
部５２の処理はステップＳＰ２０９から▲３▼として示すように図１３のステップＳＰ２
１３に進む。
【００８０】
ステップＳＰ２１３では、上記ステップＳＰ２０９で検出された交換により、著作権対応
メモリカード２ａが挿入されたことを確認し、挿入されたと確認された場合には、ステッ
プＳＰ２１４、ＳＰ２１５において、上記ステップＳＰ２０８の時点で著作権非対応メモ
リカード２ｂに記録された音楽ファイルを、挿入された著作権対応メモリカード２ａに移
動する。
つまりステップＳＰ２１４において、図１１で説明したように著作権対応メモリカード２
ａへの音楽ファイルの複写を行ない、その後ステップＳＰ２１５にて著作権非対応メモリ
カード２ｂ内の音楽ファイルを消去することで、メモリカード２ｂ→２ａへの音楽ファイ
ルの移動を完了し、処理を終える。
【００８１】
一方、上記ステップＳＰ２０９において、記録の行われなかった方の著作権非対応メモリ
カード２ｂと著作権対応メモリカード２ａの交換が検出されないまま、ステップＳＰ２１
０でタイムアウトとなった場合、或いはステップＳＰ２１１で記録の行われた方の著作権
非対応メモリカード２ｂに対するイジェクト命令の発生が検出された場合は、上記図１３
の処理としての音楽ファイルの移動ができないことになる。
この場合は、ステップＳＰ２１２に進んで、記録を行った著作権非対応メモリカード２ｂ
内の音楽ファイルの消去を行なって処理を終える。
【００８２】
図１２のステップＳＰ２０７において、音楽記録モード時に単一の著作権非対応メモリカ
ード２ｂが挿入されたと判断された場合には、ステップＳＰ２１６にて空き容量のチェッ
クを行い、空き容量が十分と判断された場合には、ステップＳＰ２１７で、その著作権非
対応メモリカード２ｂへの音楽ファイルの記録を開始する。なお、ステップＳＰ２１６に
て空き容量が不十分であると判断された場合にはステップＳＰ２１８で音楽ファイルの記
録を禁止して処理を終える。
【００８３】
上記ステップＦ１１７での記録処理が終了した後は、制御部５２の処理はステップＳＰ２
１７から▲３▼として示すように図１３のステップＳＰ２１３に進む。
そしてこのステップＳＰ２１３にて空いている方のスロットに著作権対応メモリカード２
ａが挿入されたか否かを判別（及び待機）する。
著作権対応メモリカード２ａが挿入されたと判断された場合には、ステップＳＰ２１４、
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ＳＰ２１５において、上記ステップＳＰ２１７の時点で著作権非対応メモリカード２ｂに
記録された音楽ファイルを、挿入された著作権対応メモリカード２ａに移動する。
つまりステップＳＰ２１４において、図１１で説明したように著作権対応メモリカード２
ａへの音楽ファイルの複写を行ない、その後ステップＳＰ２１５にて著作権非対応メモリ
カード２ｂ内の音楽ファイルを消去することで、メモリカード２ｂ→２ａへの音楽ファイ
ルの移動を完了し、処理を終える。
【００８４】
以上のような処理が行われることにより、音楽記録モード時においては、基本的にはパー
ソナルコンピュータ等からのオーディオ信号による音楽ファイルが、著作権対応メモリカ
ード２ａに記録されるが、もし著作権非対応メモリカード２ｂしか装着されてなかった場
合は、その著作権非対応メモリカード２ｂに音楽ファイルが記録され、記録後において、
著作権対応メモリカード２ａに移動されることになる。
これにより、ユーザーが誤って著作権非対応メモリカード２ｂを装着しても、録音すべき
音楽ファイルは、ユーザーの装着ミスに関わらず録音できると共に、後に本来の状態、つ
まり著作権対応メモリカード２ａに録音されている状態とすることができる。
【００８５】
特に著作権保護対象であるコンテンツ（音楽ファイル）を有料でダウンロード記録するこ
とを考えると、課金処理を行った後に誤って著作権非対応メモリカード２ｂが挿入された
としても、データの録音は実行され、後に著作権対応メモリカード２ａに移動させること
ができ、ユーザの課金処理が無駄になることは無い。
【００８６】
更に、ＣＤプレーヤ等からのデジタル信号に暗号化を施して音楽ファイルとして記録を行
う際に、誤って著作権非対応メモリカード２ｂが挿入されたとしても、一旦記録を行って
しまい、記録後に著作権対応メモリカード２ａが挿入されたならば音楽ファイルの移動処
理を行なうことで音楽ファイルの録音の補償ができるとともに、著作権対応メモリカード
２ａの挿入（又は差換え）を余裕を以って行うことができるので、録音するコンテンツの
冒頭部が録音できないという問題も発生しない。
【００８７】
また、一時的に著作権非対応メモリカード２ｂに記録された音楽ファイルは、上記ステッ
プＳＰ２１２又はＳＰ２１５の処理において消去されるため、著作権保護が必要な音楽フ
ァイルが、その後イジェクトされた著作権非対応メモリカード２ｂに残されているという
ことはなく、従って本例の動作によって、著作権保護機能が低下するということはない。
【００８８】
以上実施の形態について説明してきたが、本発明としての構成、処理手順、記録対象デー
タなどは多様な例が考えられる。
例えば上記例では著作権保護対象外のコンテンツとして会議録音等の口述記録の例を示し
たが、当然個人が撮影した風景や人物などの静止画像、動画像なども著作権保護対象外の
コンテンツとして適用できる。
また著作権保護対象のコンテンツとしてはパーソナルコンピュータやＣＤプレーヤ等から
の音楽記録の例を示したが、当然他のメディア（例えばＤＶＤ等）から静止画像、動画像
であったも著作権保護対象のコンテンツとして適用できる。
【００８９】
【発明の効果】
以上説明したように本発明では、複数のメモリカードを同時に装着できるため、一方のメ
モリカードから他方のメモリカードへのデータの複写や移動が容易に実行できる。
また本発明では、著作権対応のメモリカードが挿入されている際に著作権保護非対象（著
作権保護が不要な情報）のデータが記録されようとする場合でも、そのデータを著作権対
応のメモリカードに記録するようにし、後に著作権非対応のメモリカードに移動又は複写
されるようにしている。また逆に、著作権非対応のメモリカードが挿入されている際に著
作権保護対象（著作権保護が必要な情報）のデータが記録されようとする場合でも、その
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データを著作権非対応のメモリカードに記録するようにし、後に著作権対応のメモリカー
ドに移動又は複写されるようにしている。
このため、外観が類似した著作権対応メモリカードと著作権非対応メモリカードの間でユ
ーザーが誤って挿入したとしても、ユーザーが記録を望んだ記録内容は保全することがで
き、記録失敗という事態を招かないという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態の携帯端末の外観の説明図である。
【図２】実施の形態で使用される著作権対応のメモリカードのブロック図である。
【図３】実施の形態で使用される著作権非対応のメモリカードのブロック図である。
【図４】実施の形態の携帯端末の要部のブロック図である。
【図５】実施の形態の携帯端末の口述記録モードにおける記録時の信号系路の説明図であ
る。
【図６】実施の形態の携帯端末の移動／複写時の信号系路の説明図である。
【図７】実施の形態の携帯端末の口述記録モード時の処理のフローチャートである。
【図８】実施の形態の携帯端末の口述記録モード時の処理のフローチャートである。
【図９】実施の形態の携帯端末の口述記録モード時の処理のフローチャートである。
【図１０】実施の形態の携帯端末の音楽記録モードにおける記録時の信号系路の説明図で
ある。
【図１１】実施の形態の携帯端末の移動／複写時の信号系路の説明図である。
【図１２】実施の形態の携帯端末の音楽記録モード時の処理のフローチャートである。
【図１３】実施の形態の携帯端末の音楽記録モード時の処理のフローチャートである。
【図１４】実施の形態の携帯端末の音楽記録モード時の処理のフローチャートである。
【符号の説明】
１　スロット、２ａ　著作権対応メモリカード、２ｂ　著作権非対応メモリカード、３　
マイクロホン、４　ケーブル、５　マイク入力端子、６　ライン入力端子、５１　インタ
ーフェース回路、５２　制御部、５３　認証回路、６０　暗号化器、６１　キャッシュＲ
ＡＭ
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